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トラック隊列走行とは 

２台以上のトラックが、車車間通信や先進安全技術＊により、
一定の車間距離を自動で保って隊列を組んで走行すること。 

トラック隊列走行に期待される効果 

• 交通事故の削減 （運転ミス低減、疲労軽減） 
• 運転負荷低減と労働環境の改善 
• 安全走行による輸送品質の向上 
• ＣＯ２排出量の削減 （空気抵抗の低減、車速変化の減少） 
• ドライバー不足への対応 
• 協調走行によるサグ部での渋滞緩和 

＊  ： AEBS、ACC、LKA、等 

../@@CACC -step 2/@４社合同試験 -JARI/180914_pict/180921_JARI CACC_LKA test0914.mp4
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隊列走行の走り方 （イメージ） 

出展： 自工会 大型車技術企画検討会資料 
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官民ＩＴＳ構想 ロードマップ ２０１８ 

自動運転システムの 

     市場化・サービス実現期待時期※1  

2025年完全自動運転を見据えた 

    市場化・サービス実現のシナリオ 

- ITS・自動運転に係る社会、産業目標と全体戦略 
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自工会 トラック隊列走行ロードマップ 

出展： 自工会 「トラック隊列走行への取組み」 
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トラック隊列走行実証実験 
経産省／国交省 プロジェクト 

「官民ITS構想ロードマップ」に基づき、2017年にCACCを用いた後続車有人隊列走行の公道実証実験を開始す
ることを受けて、国内大型トラックメーカー４社が参加して公道での実証実験を実施した。 

2017年度 
トラック隊列走行の第1ステップとして、CACCを活用した後続車有人での隊列走行の見え方の
基礎検証と、技術実証を行う。 

2018年1月23日 ～ 1月25日 ： 新東名高速道路（浜松SA～遠州森町PA） 
• 流入／車線内走行／流出時の、周辺車両からの見え方を確認する。 

2018年1月30日 ～ 2月 1日 ： 北関東自動車道（壬生PA～笠間PA） 
• 勾配、サグ部、カーブにおいて、車両の追従性と車間距離の変化を確認する。 

 

2018年度 
昨年度に実施した実証実験に対して、走行条件、搭載車両技術を変更し、後続車 

有人隊列システムの更なる技術検証と、受容性調査を行う。 

2018年11月6日～11月22日： 上信越自動車道（藤岡JCT～松代PA） 
• 車両間のCACC接続性検証    ： トンネル、カーブ、勾配（登坂、降版） 
• 車両仕様の違いによる車間維持： 積載条件変更 

2018年12月4日～12月 6 日： 新東名高速道路（浜松SA～遠州森町PA） 
• LKAシステム（車線維持支援システム）検証 

• トラック隊列走行の受容性評価（モニターへの聞き取り、ビデオ調査） 
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隊列走行実験車仕様 

出展： 自工会 大型車技術企画検討会資料 
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後続車有人隊列走行システム 新東名実証実験 
   - 2018年1月23日～25日 
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後続車有人隊列走行システム 上信越道実証実験 
   - 2018年11月6日～22日 ：総走行距離 約3,240km 

走行状況： 
  トンネル、登坂車線、 
  車線規制 

走行状況： 
  勾配、カーブ、雨 
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今後の取り組み 
• 「隊列走行」の実現には、車両技術、社会インフラ、制度整備及び、ビジネスモデルの各々をバランスよく整える
ことが必要です。 自動車工業会としては、それらの進捗に合わせて、先ず利便性の高い「後続車有人での隊列
走行」からスタートし、ステップを着実に踏みながら、段階的に「隊列走行」  の導入を進めることが重要と考えて
います。 

• 車両技術、事業環境等の進化に応じて、安全性の更なる向上、ドライバーの運転負荷軽減、労働環境の改善な
どの様々な効果が得られ、事情化の可能性、社会受容性の醸成、及び技術の信頼性が高まった後に  「後続車
無人隊列走行」  を目指すことが現実的と考えます。 

出展： 自工会 「トラック隊列走行への取組み」 




